
よ く わ か る

公 共 事 業

～ 公共事業 の目的、効果、進捗状況 を情報発信 ～

令和８年度版

佐波伊勢崎地域

群馬県 県土整備部

(都)上矢島米岡線 バイパス整備

東毛流域下水道 幹線管渠整備

利根川（伊勢崎・玉村工区） 堤防かさ上げ



佐波伊勢崎地域

N

県事業

【事業分野区分】

【その他】

河川事業

砂防事業

その他事業（下水、住宅等）

凡 例

道路事業

主要な防災拠点（第１次防災拠点）

主要な防災拠点（第１次防災拠点以外）

主要な物流拠点（産業団地）

東毛広域幹線道路

伊勢崎IC

国定波志江SIC

高崎玉村SIC

剛志

境町

伊勢崎

新伊勢崎

道の駅「玉村宿」

玉村町役場

玉村町社会体育館

伊勢崎市役所

伊勢崎市消防本部

伊勢崎佐波医師会病院

伊勢崎行政県税事務所

伊勢崎･東流通団地

伊勢崎・東第二流通団地

伊勢崎市民病院

三和工業団地

赤堀・東・笠懸工業流通団地

伊勢崎佐波第一団地

境北部工業団地

境上武工業団地

八斗島工業団地
南部工業団地

南部第三工業団地

宮郷工業団地
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番号 事業内容 施工箇所 路河川名

1

河川改修

伊勢崎市日乃出町～豊
城町

一級河川男井戸川

2
伊勢崎市柴町
～玉村町上福島

一級河川利根川（伊勢崎・玉村工区）

3

堤防強化

伊勢崎市境小此木 一級河川韮川

4
伊勢崎市境中島～新栄
町

一級河川広瀬川

5
電線共同溝

伊勢崎市今泉町 国道462号（今泉町工区）

6 伊勢崎市東本町 県道前橋館林線（東本町工区）

7 交差点改良 伊勢崎市茂呂町 県道伊勢崎深谷線（茂呂町二丁目交差点）

8 道路新設
前橋市飯土井町
～伊勢崎市波志江町

県道苗ヶ島飯土井線（波志江スマートICアクセス）

9

歩道整備

玉村町上新田～下新田 県道綿貫篠塚線（上新田・下新田工区）

10 玉村町角渕 県道藤岡大胡線（角渕南工区）

11 伊勢崎市波志江町 県道伊勢崎大胡線（波志江町工区）

12 伊勢崎市東小保方町 県道境木島大間々線（東小保方町工区）

番号 事業内容 施工箇所 路河川名

13 電線共同溝 伊勢崎市太田町 県道伊勢崎大胡線（太田町工区）

14 幹線管渠整備 伊勢崎市境平塚ほか 流域下水道（佐波処理区）

15
処理場整備

玉村町上之手 流域下水道（県央処理区）

16 伊勢崎市境平塚ほか 流域下水道（佐波処理区）

17 河川改修 玉村町斎田～板井 一級河川利根川（前橋・高崎・玉村工区）
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■ 事業箇所：伊勢崎市日乃出町～豊城町
■ 事業内容：河道改修 延長 1,890m

：調節池 容量51,000㎥
■ 事業期間：平成12年度～

川幅を拡げて流せる
水の量を増やします

よ く わ か る 公 共 事 業令和

8
年度 事業継続中

政策1 災害レジリエンスNo.1の実現

河川氾濫による水害リスクを軽減するため

・川の流れがところどころで直角に曲がっていてそこで水が流れにくくなり溢れている。（地域区長）
・川から溢れた水が住宅のそばまでみるみる迫って来て、庭先や道路が川のようになります。（地域住民）
・早く浸水が起こらないようにしてほしい。（地域住民）

地元
の声

事業前 事業後

事業の進捗状況（令和8年３月末現在）

事業開始 事業完了

事業の概要

事業位置
伊勢崎市

今、何をしているか

事業のすすみ具合

どのような未来を目指すための事業か

◆ 大雨の時、水が一度に小さい河道に流れ込む
ため、水害リスクが高い状況です。

せまい河道

浸水状況（H20.7）

事業前の状況

◆ 川幅等を拡げることで、大雨の時に川に流せる
水の量を増やし、水害リスクを軽減します。

◆ 大雨の時、調節池に
水を貯めることで下
流へ流れ込む水の量
を減らします。

河道の拡幅

調節池整備

整備前

整備後

事業後のイメージ

令和8年度は、引き続き工事を実施し、道路の下(地中)
に新しい河道を整備します。

成果を示す項目 実施前

想定氾濫面積 19.4ha

想定氾濫区域内の浸水戸数 228戸

想定氾濫区域内の浸水教育施設数 2校

実施後（目標）

0ha

0戸

0校

■ 事業着手前の流下能力：約２m3/s
■ 計画流量 ：7.5～20m3/s

1

殖蓮小学校

殖蓮中学校殖蓮
第二小学校

地中に設置されるボックスカルバート

粕川

男
井
戸
川

殖蓮小学校

殖蓮中学校

殖蓮
第二小学校

改修延長
1,890m

：R9以降実施箇所

：R8実施箇所

：完了箇所



堤防の整備や河川内を掘削する
ことで、水の通り道を広げます

■ 事業箇所：伊勢崎市柴町～玉村町上福島
■ 事業内容：堤防整備（嵩上げ・新設）

及び河川内の土砂掘削 延長 5,500m

よ く わ か る 公 共 事 業令和

8
年度 事業継続中

政策1 災害レジリエンスNo.1の実現

河川氾濫による水害リスクを軽減し、
社会経済の壊滅的な被害を回避するため

・洪水の時に不安なので、堤防の高さが足りないところは高くしてほしい。（地域住民）
・川に堆積している土砂により、水がせき上げられ、氾濫する危険が高まっているのではないか。(地域住民)

地元
の声

事業前 事業後

◆堤防がない又は低いため、大雨の時は河川氾濫
により浸水するリスクが高い状況です。

事業の進捗状況（令和8年３月末現在）

事業開始 事業完了

事業の概要

成果を示す項目 実施前

想定氾濫面積の減少 4,500ha

想定氾濫区域内の浸水戸数の減少 10,818戸

想定氾濫区域内の要配慮者利用施設等の減少 52施設

実施後（目標）

0ha

0戸

0施設

事業のすすみ具合

どのような未来を目指すための事業か

■ 事業期間：平成2７年度～
■ 事業着手前の流下能力：約3,700m3/s
■ 計画流下能力 ： 6,000m3/s

堤防がない
又は低い

令和元年東日本台風前

事業前の状況

今、何をしているか

食肉
卸売市場

国道354号

玉村
中学校

文

今、何をしているか

：R8施工箇所

：完了箇所

：R9以降施工箇所

実線 ：築堤箇所
斜線 ：土砂掘削箇所

令和元年東日本台風後

事業位置
伊勢崎市
～玉村町

◆ 堤防を整備するとともに、河川内の掘削を行って
水の通り道を広げることで、水が流れる容量を増
やし、河川氾濫による浸水リスクを軽減させます。

令和8年度は用地取得、埋蔵文化財調査、詳細設計、
河川内の土砂撤去を実施します。

住宅団地

堤防を整備河川内の土砂撤去(計画)

事業後のイメージ

2

土砂撤去(予定)

群馬
ヘリポート

伊勢玉大橋

高橋川橋

福島橋



■ 事業箇所：伊勢崎市境小此木
■ 事業内容：堤防強化 全体延長 1,170m
■ 事業期間：令和６年度～

堤防の弱点を改善して
堤防を強化します

よ く わ か る 公 共 事 業令和

8
年度 事業継続中

政策1 災害レジリエンスNo.1の実現

河川氾濫による水害リスクを軽減するため

・大雨の際に川の水位が上がって、堤防が壊れてしまう心配がある。（地域住民）
地元
の声

事業の進捗状況（令和8年3月末現在）

事業開始 事業完了

事業の概要

事業位置
伊勢崎市

今、何をしているか

令和8年度は詳細設計・用地調査を実施します。

事業のすすみ具合

事業前 事業後

成果を示す項目 実施前

洪水時に水位が高い状態が続いた時※

の堤防の安全性
△：決壊の恐れあり

実施後（目標）

○：安全

◆ 河川水位が高い状況が続くと、堤防内に河川水が
浸透し、漏水をきっかけに決壊するおそれがあり
ます。

◆ 堤防に浸透した水を速やかに排水する構造にし、
堤防が強化されます。

事業後のイメージ

※記録が残る過去の降雨から、最も堤防に河川水が浸透する条件を想定

計画延長Ｌ=1,170m(左岸)

韮川

広瀬川

：詳細設計等

文

境南中学校

計画延長Ｌ=1,170m

境小此木公民館

公

既設堤防

事業前の状況

どのような未来を目指すための事業か

3

韮川

県道綿貫篠塚線



堤防の弱点を改善して
堤防を強化します

■ 事業箇所：伊勢崎市境中島～新栄町
■ 事業内容：堤防強化 全体延長 5,710m
■ 事業期間：令和６年度～

よ く わ か る 公 共 事 業令和

8
年度 事業継続中

政策1 災害レジリエンスNo.1の実現

河川氾濫による水害リスクを軽減するため

・大雨の際に川の水位が上がって、堤防が壊れてしまう心配がある。（地域住民）
地元
の声

事業前 事業後

事業の進捗状況（令和８年3月末現在）

事業開始 事業完了

事業の概要

事業位置
伊勢崎市

令和8年度は詳細設計・用地調査を実施します。

事業のすすみ具合

どのような未来を目指すための事業か

既設堤防

事業前の状況 事業後のイメージ

成果を示す項目 実施前

洪水時に水位が高い状態が続いた時※

の堤防の安全性
△：決壊の恐れあり

※記録が残る過去の降雨から、最も堤防に河川水が浸透する条件を想定

実施後（目標）

○：安全

◆ 河川水位が高い状況が続くと、堤防内に河川水が
浸透し、漏水をきっかけに決壊するおそれがあり
ます。

◆ 堤防に浸透した水を速やかに排水する構造にし、
堤防が強化されます。

韮川

広瀬川

：詳細設計等

境南中学校文

粕川

伊勢崎高校

文

大川

今、何をしているか

4

国道462号



■ 事業箇所：伊勢崎市今泉町二丁目～東本町
■ 事業内容：電線共同溝 延長3,600m
■ 事業期間：平成30年度～

電線を地中化して
電柱を撤去します

よ く わ か る 公 共 事 業令和

８
年度 事業継続中

政策1 災害レジリエンスNo.1の実現

災害時にも機能する強靱な道路ネットワークを構築するため

・災害時におけるライフラインを確保してほしい。（地元住民）
地元
の声

事業前 事業後

◆道路上の電柱が無くなり、災害時の安全な
通行が確保されます。

◆電柱があるため、災害時に電柱が倒壊し、
道路が寸断されるおそれがあります。

事業の進捗状況（令和８年３月末現在）

事業開始 事業完了

事業の概要

今、何をしているか

事業のすすみ具合

どのような未来を目指すための事業か

令和８年度は本体管路
工事と、本体工事が完了
した箇所の引込管路工
事を実施します。

成果を示す項目 実施前 実施後（目標）

交通拠点と防災拠点間
（駒形IC～伊勢崎消防本部）

の無電柱化率
３３％ 56%

電柱倒壊のおそれ あり なし

事業前の状況 事業後のイメージ

■ 現在の交通量：14,930台/日（自動車）
（令和3年度） 23人/12時間（歩行者）

61台/12時間（自転車）

伊勢崎市役所
伊勢崎消防本部

事業区間延長
L=1,800m（上下線）

佐波医師会
病院

伊勢崎行政
県税事務所

県道 前橋館林線

＋

整備済箇所
R8施工箇所
未整備箇所

NO.6+19.84
1200×1800×3000

特殊部Ⅰ型
L-5

NO.6+19.82
1200×1800×3000

特殊部Ⅰ型
R-3

Dφ200VU DP1.49→1.53

2980

Wφ75 DP1.10

Dφ700HP DP2.94→2.89

G φ50KPL DP 0.70

2950 1020 7030
14990

1020

駒形IC

伊勢崎市民
病院

伊勢崎市役所

伊勢崎消防本部

事業箇所

北関東自動車道

ー 整備済箇所
ー 事業中箇所
ー 整備予定箇所

佐波医師会
病院

伊勢崎
行政県税
事務所

事業位置
伊勢崎市

伊勢崎駅

特殊部設置状況
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■ 事業箇所：伊勢崎市本町～東本町
■ 事業内容：電線共同溝 延長1,800m
■ 事業期間：令和５年度～

電線を地中化して
電柱を撤去します

よ く わ か る 公 共 事 業令和

8
年度 事業継続中

政策1 災害レジリエンスNo.1の実現

災害時にも機能する強靱な道路ネットワークを構築するため

・災害時におけるライフラインを確保して欲しい。（地元住民）
地元
の声

事業前 事業後

事業の進捗状況（令和8年３月末現在）

事業開始 事業完了

事業の概要

今、何をしているか

事業のすすみ具合

どのような未来を目指すための事業か

◆ 道路上の電柱が無くなり、災害時の安全な
通行が確保されます。

◆ 電柱があるため、災害時に電柱が倒壊し、
道路が寸断されるおそれがあります。

事業前の状況 事業後のイメージ 令和８年度は無電柱
化実施方針の検討を
行います。

現在の状況

成果を示す項目 実施前 実施後（目標）

交通拠点と防災拠点間
（駒形IC～伊勢崎消防本部）

の無電柱化率
３３％ 68%

電柱倒壊のおそれ あり なし

■ 現況の交通量：15,334台/日（自動車）
（令和3年度） 56人/12時間（歩行者）

115台/12時間（自転車）

東本町
交差点

本町四
丁目
交差点

伊勢崎
工業高校

令和８年度実施予定

至
前
橋

中央町
交差点

県
道伊
勢
崎
大
間
々
線

新伊勢崎駅

東本町
郵便局
前

全体延長900m（上下線）

2750

18000

32503250

車線 路肩

750 2650

歩道車線車線

3600

歩道 路肩

1750

下水 下水
ガス管

水道通信NTT
ガス管

Ⅰ型特殊部横断部

(移設)
ガス管

Ⅰ型特殊部横断部

（移設）
ガス管

AS

COCO
AS

AS

K

駒形IC

伊勢崎市民
病院

伊勢崎市役所

伊勢崎消防本部

事業箇所

北関東自動車道

ー 整備済箇所
ー 事業中箇所
ー 整備予定箇所

佐波医師会
病院

伊勢崎
行政県税
事務所

事業位置
伊勢崎市

伊勢崎駅

新伊勢崎駅

事業一時中止予定（R8要望なし）
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■ 事業箇所：伊勢崎市茂呂町
■ 事業内容：交差点改良 延長280m
■ 事業期間：令和4年度～

右折車線や歩道を
整備します

よ く わ か る 公 共 事 業令和

8
年度 事業継続中

政策３ 未来につながる魅力的なまちづくり

地域の円滑な通行を確保するため

・カーブ内に交差点があり、見通しが悪いため、渋滞が発生している。（地元住民）
・周辺に小学校や児童クラブといった施設があるが、歩道がされてなく危険であるため、 安全に歩け
るよう歩道をつくってもらいたい。（地元住民）

地元
の声

事業前 事業後

事業の進捗状況（令和8年3月末現在）

事業開始 事業完了

事業の概要

事業位置
伊勢崎市

今、何をしているか

成果を示す項目 実施前

一方向あたりの最大渋滞長 140ｍ

幅員２ｍ以上歩道の整備率 ０％

実施後（目標）

０ｍ

１００％

事業のすすみ具合

どのような未来を目指すための事業か

◆交差点前後の見通しが悪いことから、渋滞が発
生しています。また、交差する市道も食い違っ
ており、危険な状態となっています。
◆茂呂小学校の通学路になっていますが、歩道が
なく、歩行者が危険な状態となっています。

◆交差点前後の見通しが良くなり、渋滞が解消
されます。また、交差する市道の食い違いも
解消され、安全に通行できるようになります。
◆歩道を設置することで、歩行者が安全に通行
できるようになります。

事業前の状況 事業後のイメージ

歩道整備

令和8年度は、
交差点改良工事
を実施します。

■ 現在の交通量：10,180台/日（自動車）
（令和3年度）

右折レーン
整備

［単位：ｍ］
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■ 事業箇所：前橋市飯土井町～伊勢崎市波志江町
■ 事業内容：道路新設延長 700m 道路幅 10.3m
■ 事業期間：令和元年度～

ＩＣアクセス道路を
つくります

よ く わ か る 公 共 事 業令和

８
年度 事業継続中

物流の効率化による産業の発展を図るため

・地域経済の活性化のため、城南工業団地から波志江スマートICへのアクセス性を向上してほしい。（地元住民）
・上武道路との交差点の渋滞緩和、大型車が安全にすれ違える道路にしてほしい。（地元住民、地元企業）

地元
の声

事業前 事業後

◆ 上武道路以南は県道が整備されておらず、市道を
介して波志江スマートＩＣへ接続している状況です。
アクセス性に支障をきたしているため、上武道路と
の交差点では渋滞が発生しています。

事業前の状況 事業後のイメージ

事業の進捗状況（令和８年３月末現在）

事業開始 事業完了

事業の概要

事業位置
前橋市～
伊勢崎市

成果を示す項目 実施前

移動時間（城南工業団地→波志江スマートIC） 8分

飯土井町交差点（上武道路交差部）の渋滞長 １５０m

実施後（目標）

３分（５分減少）

渋滞なし（15０ｍ減少）

事業のすすみ具合

どのような未来を目指すための事業か

■ 計画交通量 ：7,200台/日（自動車）
      （令和12年度）

位置図
事業区間

市道

国道17号 上武道路

県道苗ヶ島飯土井線

波志江スマート
インターチェンジ

城
南

工
業
団
地

■ 現在の交通量※：7,561台/日（自動車）
         （令和3年度） ：7人/12h（歩行者）

：26台/12h（自転車） ※飯土井町交差点より北側

政策３ 未来につながる魅力的なまちづくり

これまでに用地取
得が完了しており、
令和８年度は、バイパ
ス開通を目指し、道
路改良工事・舗装工
事等を実施します。

◆ 道路新設により、波志江スマートＩＣへのアクセス性
が改善され、移動時間の短縮と円滑な交通流が確
保されます。

車道部 7.75
歩道部 2.50

3.25 3.25

0.50.75

至

波
志
江
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

道路新設L=0.7km

R８道路改良工事
舗装工事
L=200m

飯土井町
交差点

スマートインター
入口交差点

前橋側 伊勢崎側

今、何をしているか
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■ 事業箇所：玉村町上新田・下新田
■ 事業内容：歩道整備 延長540m、歩道幅員1.5m
■ 事業期間：令和4年度～

歩道を整備します

よ く わ か る 公 共 事 業令和

8
年度 事業継続中

政策３ 未来につながる魅力的なまちづくり

こどもたちが安心して通学できる環境を確保するため

・中央小学校の通学路であるが、歩道の段差が大きく危険であるため、安全に歩けるよう歩道を
つくってもらいたい。（地元住民）

地元
の声

事業前 事業後

◆歩道と車道を分離するブロックを設置すると
ともに、歩道が平坦となり、歩行者が安全に通
行できるようにします。

◆歩道が狭く、波打つ構造であるため、歩行者が
危険な状態となっています。

事業の進捗状況（令和8年３月末現在）

事業開始 事業完了

事業の概要

事業位置
玉村町

今、何をしているか

令和8年度は、昨年度に
引き続き、歩道を整備す
るための工事を実施しま
す。

成果を示す項目 実施前

平坦な歩道の整備率 0%

実施後（目標）

１０0%

事業のすすみ具合

どのような未来を目指すための事業か

■ 現在の交通量
8,085台/日（自動車）（令和3年度）
131人/12時間（歩行者）（平成27年度）
82台/12時間（自転車）（平成27年度）

事業前の状況 事業後のイメージ

事業区間L=540m

R8年度整備箇所
北側 L=200m

事業区間 L=430m

事業区間
L=110m

R8年度整備箇所
南側 L=215m

整備済 L=230m
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■ 事業箇所：佐波郡玉村町角渕
■ 事業内容：歩道整備 延長640m、歩道幅員2.0m
■ 事業期間：令和６年度～

歩道を整備します

よ く わ か る 公 共 事 業令和

8
年度 事業継続中

政策３ 未来につながる魅力的なまちづくり

こどもたちが安心して通学できる環境を確保するため

・近隣の小学校に通う児童や新町駅や県立女子大に向かう学生が通学で利用しているが、道路幅が
狭く危険であるため、安心して通行できる歩道・自転車道を整備してほしい。（地元住民）

地元
の声

事業前 事業後

◆歩道を分離するブロックを設置するとともに、
歩道幅を広げ、歩行者・自転車が安全に通行で
きるようにします。

◆道路幅が狭いことに加え、狭い片側歩道しか
ないため、歩行者・自転車が危険な状態となっ
ています。

事業前の状況 事業後のイメージ

事業の進捗状況（令和8年３月末現在）

事業開始 事業完了

事業の概要

事業位置
玉村町

今、何をしているか

令和8年度は引き続き
詳細設計を実施し、用地
測量・調査に着手します。

成果を示す項目 実施前

幅員2m以上歩道の整備率 33%

実施後（目標）

100%

事業のすすみ具合

どのような未来を目指すための事業か

■ 現在の交通量
15,077台/日（自動車）（令和3年度）
60人/12時間（歩行者）（平成27年度）
364台/12時間（自転車）（平成27年度）

事業箇所

新町駅

県立女子大

藤
岡
大
胡
線

玉村南小

岩倉橋

文

文

整備予定箇所
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愛宕神社

伊勢崎商業文

三郷小学校文 文
第三中学校

■ 事業箇所：伊勢崎市波志江町
■ 事業内容：歩道整備 延長７９０m 歩道幅員2.5m
■ 事業期間：令和5年度～

歩道を整備します

よ く わ か る 公 共 事 業令和

8
年度 事業継続中

政策３ 未来につながる魅力的なまちづくり

こどもたちが安心して通学できる環境を確保するため

・通学路の一部に歩道がないところがあるため、通学に不安がある。（地元住民）
・県道は路肩が狭く、自転車や歩行者が危険な状況なので、歩道が必要だと思う。（地元区長）

地元
の声

事業前 事業後

事業の進捗状況（令和8年3月末現在）

事業開始 事業完了

事業の概要

事業位置
伊勢崎市

今、何をしているか

事業のすすみ具合

どのような未来を目指すための事業か

◆歩道を設置することで、通学する児童等の
安全な通行空間が確保されます。

◆ 県道には一部の歩道しかなく、安全な通行空間が
確保されていないため、通学児童はやむを得ず
市道を迂回して通学しています。

事業前の状況 事業後のイメージ

令和８年度は引き続
き用地調査を実施しま
す。

■ 現在の交通量：15,792台/日（自動車）
（令和3年度） 88人/12時間（歩行者）

305台/12時間（自転車）

成果を示す項目 実施前

法指定通学路の歩道整備率 31％

幅員２ｍ以上歩道の整備率 0％

実施後（目標）

１００％

１００％ 整備予定箇所

事業
箇所

深
津
伊
勢
崎
線

伊
勢
崎
大
胡
線

北関東自動車道E50

波志江SIC

JR両毛線
伊
勢
崎
大
間
々
線

至：大胡町

至：伊勢崎市内
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■ 事業箇所：伊勢崎市東小保方町～東町
■ 事業内容：歩道整備 延長1,600m
■ 事業期間：令和６年度～

歩道を整備します

よ く わ か る 公 共 事 業令和

8
年度 事業継続中

政策３ 未来につながる魅力的なまちづくり

こどもたちが安心して通学できる環境を確保するため

・歩道が狭く、段差があるため、歩行者や自転車の通行が危険。安全に利用できる歩道を整備してもらい
たい。（地元住民）

地元
の声

事業前 事業後

◆歩道と車道を分離するブロックを設置すると
ともに、幅を広げ、歩行者・自転車が安全に
通行できるようにします。

◆道路幅が狭く、狭い片側歩道しか整備されて
いないため、路肩を歩行者や自転車が通行す
る危険な状態となっています。

事業の進捗状況（令和8年３月末現在）

事業開始 事業完了

事業の概要

今、何をしているか

令和8年度は、南工
区の詳細設計、用地
測量・調査を実施し
ます。

事業のすすみ具合

どのような未来を目指すための事業か

■ 現在の交通量：10,803台/日（自動車）
（令和3年度） 81人/12時間（歩行者）

128台/12時間（自転車）

事業前の状況

あずま南
小学校

あずま
小学校

あずま
中学校

あずま
支所

龍善寺東町
会議所

事業区間 1,600m

北工区700m 南工区900m

令和8年度
詳細設計、用地測量・調査

成果を示す項目 実施前

幅員2m以上歩道の整備率 0%

実施後（目標）

１００％

事業位置
伊勢崎市

事業後のイメージ

文

あずま
南小

文

文あずま小
あずま中

スマーク
伊勢崎

事業箇所

整備予定箇所
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事業区間

■ 事業箇所：伊勢崎市波志江町～連取町
■ 事業内容：電線共同溝 延長3,260m
■ 事業期間：令和５年度～

電線を地中化して
電柱を撤去します

よ く わ か る 公 共 事 業令和

8
年度 事業継続中

政策３ 未来につながる魅力的なまちづくり

こどもたちが安心して通学できる環境を確保するため

・通学の学生が多いので安全な歩道にしてほしい。（地元住民）
・電柱をなくして、地域の景観を向上させてください。（地元商店）

地元
の声

事業前 事業後

◆歩道上の電柱が無くなり、通学する生徒等の
安全な通行空間が確保されます。

◆電柱があるため、通学する生徒等の通行の
支障となっています。

事業の進捗状況（令和8年３月末現在）

事業開始 事業完了

事業の概要

事業位置
伊勢崎市

今、何をしているか

令和７年度は整備計画書の
策定を実施しており、

令和8年度は電線共同溝
本体工事に着手します。

事業のすすみ具合

どのような未来を目指すための事業か

成果を示す項目 実施前

歩行空間の阻害のおそれ あり

電柱倒壊のおそれ あり

実施後（目標）

なし

なし

■ 現在の交通量：15,792台/日（自動車）
（令和3年度） 88人/12時間（歩行者）

305台/12時間（自転車）

伊
勢
崎
駅

粕川
至 前橋

至 本庄

連取町

事業箇所
L=1,630m
(上下線)

伊勢崎
市役所

国
道
4
6
2
号

車道 車道 歩道歩道

3.0 1.5 3.0 3.0 3.0

18.0

1.5 3.0

ゼブラ

事業前の状況 事業後のイメージ

[単位:m]
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■ 事業箇所：伊勢崎市境平塚ほか ■ 事業期間：平成21年度～
■ 事業内容：管渠築造延長 12,770ｍ

管径 800mm～1,100mm

下水道管を
整備します

よ く わ か る 公 共 事 業令和

８
年度 事業継続中

政策４ 美しく良好な環境の保全

・伊勢崎市の汚水処理は遅れているので、早く下水道を整備してほしい。（地域住民）
・単独浄化槽が寿命なので、すぐに下水道につなぎたい。（地域住民）

地元
の声

事業前 事業後

◆下水道が未整備の区域があります。
◆公共下水道の一部は、ポンプ圧送により広瀬川を
横断させているため、維持管理コストがかかってい
ます。

事業の進捗状況（令和８年３月末現在）

事業開始 事業完了

事業の概要

事業位置
伊勢崎市

今、何をしているか

令和８年度は管渠築造
工事を実施します。

成果を示す項目 実施前

下水道整備済人口（佐波処理区） 17.7千人（R1）

下水道整備進捗率（佐波処理区） 13.7％（R1）

実施後（目標）

36.4千人（R9）

29.5％（R9）

事業のすすみ具合

どのような未来を目指すための事業か

T

未整備

未整備

未整備

T

４６２
T

世良田

平塚水質浄化センター

新伊勢崎

１７

３５４ 剛志

伊勢崎幹線

赤
堀
東
境
幹
線

公共下水道

境町

T

T

T

ﾎﾟﾝﾌﾟ圧送区間

処理場（市）

処理場（県）

T

境町
世良田

平塚水質浄化センター

新伊勢崎

１７

３５４
剛志

伊勢崎幹線

◆幹線が整備されることで、下水道整備区域が広がり、
汚水処理人口普及率の向上が見込めます。

◆流域下水道の幹線を延伸することで、ポンプ圧送の区域
が減るため、維持管理コストの縮減が可能になります。

４６２

赤
堀
東
境
幹
線

尾島幹線
流域下水道へ
の流入箇所

T 処理場（県）

※下水道整備進捗率･･･下水道整備済人口／下水道整備の全体計画区域内人口

３５４

伊勢崎市
みらい公園

韮塚町
交差点

連取町十字路
交差点

ひろせ町
交差点

４６２ 至 平塚水質浄化ｾﾝﾀｰ

整備済
R7～R8

快適な生活環境づくりに向け、
汚水処理人口普及率を向上させるため

終点
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N

県央水質
浄化センター

安中市

藤岡市

富岡市

甘楽町

高崎市

榛東村 吉岡町

渋川市

前橋市

玉村町

■ 事業箇所：玉村町上之手
利根川上流流域下水道（県央処理区）
県央水質浄化センター

■ 事業内容：水処理施設や汚泥処理施設の整備

下水処理施設を
適切な状態に保ちます

よ く わ か る 公 共 事 業令和

8
年度 事業継続中

政策４ 美しく良好な環境の保全

快適な生活環境づくりに向け、
汚水処理人口普及率を向上させるため

・川の水環境をよくするため、下水道整備を進めてほしい。（地域住民）
地元
の声

事業前 事業後

◆県央水質浄化センターに集められた汚れた水をきれい
にして川に戻すことで、川の水質が保全されます。

◆汚れた水が処理されずに河川などに流されています。

事業の進捗状況（令和8年３月末現在）

事業の概要

今、何をしているか

令和８年度は引き続き、流入ゲートや汚泥棟給水設備
などの老朽化した施設を改築更新します。

成果を示す項目 実施前

下水道整備済人口（県央処理区） 491.0千人（R1）

下水道整備進捗率（県央処理区） 80.5％（R1）

実施後（目標）

523.9千人（R14）

94.0％（R14）

事業のすすみ具合

どのような未来を目指すための事業か

■事業期間：昭和53年度～
■処理区域：前橋市・高崎市・渋川市・藤岡市・

富岡市・安中市・榛東村・吉岡町・
甘楽町・玉村町の一部

・川の水環境をよくするため、下水道整備を進めてほしい。（地域住民）

事業位置
玉村町

県央処理区 計画区域図

汚れた川（事業前のイメージ） きれいな川（事業後のイメージ）

事業開始 事業完了

※下水道整備進捗率･･･下水道整備済人口／下水道整備の全体計画区域内人口

県央水質浄化センター

R８年度実施箇所

流入ゲート 汚泥棟給水設備

汚泥処理棟

汚泥濃縮棟

機械濃縮棟
特高受変電所

最終沈殿池

最初沈殿池

反応タンク

送風機棟 分水槽

管理本館

沈砂池ポンプ棟

発電機棟

第5系列 第4系列 第3系列 第2系列 第1系列
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■ 事業箇所：伊勢崎市境平塚
東毛流域下水道（佐波処理区）
平塚水質浄化センター

■ 事業内容：水処理施設や汚泥処理設備の整備

下水処理施設を
つくります

よ く わ か る 公 共 事 業令和

８
年度 事業継続中

政策４ 美しく良好な環境の保全

快適な生活環境づくりに向け、
汚水処理人口普及率を向上させるため

・伊勢崎市の汚水処理は遅れているので、早く下水道を整備してほしい。（地域住民）
・単独浄化槽が寿命なので、すぐに下水道につなげたい。（地域住民）

地元
の声

事業前 事業後

◆平塚水質浄化センターに集められた汚れた水をきれい
にして川に戻すことで、川の水質が保全されます。

◆汚れた水が処理されずに河川などに流されています。

事業の進捗状況（令和８年３月末現在）

事業開始 事業完了

事業の概要

事業位置
伊勢崎市

今、何をしているか

令和８年度は水処理施
設増設のために、第２系
列の築造に係る土木工事
を実施します。

成果を示す項目 実施前

下水道整備済人口（佐波処理区） 17.7千人（R1）

下水道整備進捗率（佐波処理区） 13.7％（R1）

実施後（目標）

38.3千人（R14）

31.3％（R14）

事業のすすみ具合

どのような未来を目指すための事業か

■ 事業期間：平成13年度～
■ 処理区域：伊勢崎市・太田市の一部

汚れた川（事業前のイメージ） きれいな川（事業後のイメージ）
水処理施設増設予定地

※下水道整備進捗率･･･下水道整備済人口／下水道整備の全体計画区域内人口

佐波処理区 計画区域図

伊勢崎市

太田市

平塚水質
浄化センター

N

整備済み

今後整備

第
３
系
列

第
４
系
列

第
２
系
列

平塚水質浄化センター

R８年度実施箇所

第
１
系
列

ブロワー棟

スクリーン
ポンプ棟

管理本館

自家発電機設備

水処理電気棟

汚泥処理棟
（濃縮+脱水）

放流ポンプ棟

汚泥処理棟
（炭化）

高度処理施設
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堤防の整備や河川内を掘削する
ことで、水の通り道を広げます

■ 事業箇所：玉村町斎田～板井地先
■ 事業内容：河道掘削 1,600m
■ 事業期間：令和７年度～

よ く わ か る 公 共 事 業令和

8
年度

政策1 災害レジリエンスNo.1の実現

河川氾濫による水害リスクを軽減し、
社会経済の壊滅的な被害を回避するため

・洪水の時に不安なので、堤防の高さが足りないところは高くしてほしい。（地域住民）
・川に堆積している土砂により、水がせき上げられ、氾濫する危険が高まっているのではないか。(地域住民)

地元
の声

事業前 事業後

◆ 堤防がない又は低いため、大雨の時は河川氾濫
により浸水するリスクが高い状況です。

事業の進捗状況（令和8年３月末現在）

事業開始 事業完了

事業の概要

事業のすすみ具合

どのような未来を目指すための事業か

■ 事業着手前の流下能力：4,400m3/s
■ 計画流量 ：6,000m3/s

令和8年度は測量、詳細設計を実施します。

今、何をしているか

事業位置
玉村町

端気川

昭和
大橋

H
群馬ヘリポート

前橋工区
L=1,800m

玉村工区
L=1,600m

高崎工区
L=600m

高崎工区
L=400m

◆ 堤防を整備するとともに、河川内の掘削を行って
水の通り道を広げることで、水が流れる容量を増
やし、河川氾濫による浸水リスクを軽減させます。

17

成果を示す項目 実施前

想定氾濫面積 2,886ha

想定氾濫区域内の浸水戸数 17,557戸

想定氾濫区域内の要配慮者利用施設 124施設

実施後（目標）

28ha

334戸

0施設

事業前の状況 事業後のイメージ

住宅団地

河道掘削(計画)

令和元年東日本台風前

令和元年東日本台風直後

実線：築堤
斜線：河道掘削

：R8実施
：R9以降

事業継続中
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